　　　東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センターの使用に

　　　関する内規

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　平成２２年１０月１３日
改正　令和　元年　６月１０日
　（趣旨）

第１条
この内規は、東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究セン

　ター（以下「センター」という。）の使用について定めるものとする。

　（使用の範囲）

第２条　センターは、次の各号の一に該当する場合に使用するものとする。

　一　東北大学（以下「本学」という。）の教員等又は学生が、生物学及び海洋科学に

　　関する教育研究を行い又は修学するため使用する場合

　二　本学以外の教員等又は学生が、生物学及び海洋科学に学に関する教育研究を行い

　　又は修学するため使用する場合

　三　東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター長（以下

　　「センター長」という。）が使用を適当と認めた場合

　（使用許可の申請）

第３条　センターの使用を希望する者は、原則として使用日の１４日前までに、別紙様
　式による使用申込書をセンター長に提出しなければならない。

　（使用の許可）

第４条　センター長は、前条の申請を適当と認めたときは、必要な条件を付して許可を

　するものとする。

２　センター長は、前項の規定により使用を許可したときは、別紙様式による使用許可

　書を交付する。

　（使用者の遵守事項）

第５条　使用者は、センターの使用に当たっては、別に定める使用心得を遵守しなけれ

　ばならない。

　（使用許可の変更等）

第６条　使用者は、使用日時等を変更し、又は使用を中止しようとするときは、使用日

　の７日前までにセンター長に申し出て、その許可を受けなければならない。

　（使用許可の取消し等）

第７条　センター長は、次の各号の一に該当するときは、使用の許可を取り消し、又は

　中止させることができる。

　一　使用申込書に虚偽の記載があったとき。

　二　この内規又は別に定める使用心得に違反したとき。

　三　センターの管理運営上支障があると認めたとき。

　（損害賠償）

第８条　使用者は、故意又は重大な過失によりセンターの施設及び設備を損傷し、又は

　滅失したときは、その損害を賠償し、又はこれを原状に回復しなければならない。

　（その他）

第９条　この内規に定めるもののほか、センターの使用に関し必要な事項は、別に定め

　る。

　　　附　則

１　この内規は、平成２２年１０月　１日から施行する。

２　東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学研究センター使用内規（平成

　１９年１月１０日制定）は廃止する。
附　則（改正　令和元年６月１０日）

　この内規は、令和元年６月１０日から施行する。

